
小児科医による早期診断が期待される遺伝性骨系統疾患
～診断の鍵はALP低値への気づき～

ご視聴方法

2021年6月8日（火）

大竹 明先生
埼玉医科大学小児科学・ゲノム医療学教室 教授

下記URLにアクセスいただき、ご視聴くださいますようお願い申し上げます。
なお、視聴サイトは当日18:00からオープンいたします。

https://next-live.jp/project/alexion_hpp_web_seminar_210608/

演者

1回目 19:00～19:35
2回目 20:00～20:35

（※同一の内容で講演が行われます）

（セミナー紹介）
低ホスファターゼ症（HPP）は、遺伝性の代謝性骨系統疾患であります。昨今、治療薬が登場したこ
とで疾患認知が広まり、国内外において症例報告が増えてきています。本疾患は、アルカリホスフ
ァターゼ（ALP）の活性が遺伝子変異により、欠損・低下することによって発症する疾患で、進行性
の疾患でもあることから、早期診断・早期治療が重要であると言われております。しかしながら、
HPPは全身に多彩な臨床像を呈することから、診断はそれほど容易ではありません。
このセミナーにおいては、進行性の本疾患を概説し、小児期における早期診断のポイントを紹介し
たいと思います。また、自施設で実施したALP低値疾患の後方視的検討の経験から、HPPを見逃さ
ない鍵についても触れたいと思います。

セミナー・講演会に関する最新情報は下記リンクにアクセスの上ご確認ください

https://strensiq.jp/seminar

ご検索いただきまして医療従事者向けサイトよりお入りください。
ストレンジック


